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発表者 今井正和 鳥取環境大学環境情報学部情報システム学科 教授

概 要 発表者はこれまでに考古学写真デジタルライブラリの構築を行なってきている．これまでライ

ブラリの構築を主としてきたため，データ入力の効率が悪い．考古学写真デジタルライブラリを活用す

るためには，多数の写真を効率よく入力しなければならない．歴史的文化的環境である遺跡現場を撮影

した考古学写真を，電子計算機が構築する仮想世界に保存する考古学写真デジタルライブラリの入力作

業を高度化することを本研究の目的とする．

【来場者へのメッセージ】

本研究により構築された考古学写真デジタルライブラリは http://photolab.kanko-u.ac.jp/photo/ から参照す

ることができます．
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目的

これまでに構築した考古学写真デジタルライブラリ

の入力作業，検索を効率よく行なえるように高度化

し，拡充することが目的である．

方法・手法

遺跡発掘現場で撮影される写真にメタデータ（情報

の情報）を定義し，それをコンピュータシステム上

にデータベースソフトウェアを使用して実現する．

写真を電子化し，メタデータの入力を行なう．また

Web プログラミングの改良により，入力の手間の削

減，検索の際の条件指定を容易にする．

結果

これまでに 1,500 枚強の写真の電子化作業が終わっ

ている．また電子化した写真の保護方法についての

検討を行っている．

まとめ

今後電子化した写真の保護方法を確立し，効率を改

善したメタデータ入力法で，電子化した写真へのメ

タデータの付与を行なっている予定である．


